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顧

先
ず
歴
史
・
社
曾
・
経
済
・
文
化
・
民
族
関
係
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
本
書
の

内
容
を
紹
介
し
、
簡
単
な
感
想
を
述
べ
て
責
を
ふ
さ
ぎ
た
い
。
一
八

O
頁
に
み

た
ぬ
小
冊
子
で
は
あ
る
が
、
内
容
が
充
質
し
て
い
る
の
で
、
十
分
に
著
者
の
意

の
あ
る
所
を
述
べ
つ
く
せ
る
か
不
安
な
し
と
し
な
い
。

本
書
は
前
言
。
第
一
章
、
古
代
の
四
川
。
第
二
章
、
巴
族
初
期
の
歴
史
。
第

三
章
、
巴
族
、
奴
隷
制
園
家
の
形
成
と
設
展
。
第
四
章
、
巴
の
祉
舎
経
済
。
第

五
章
、
巴
図
境
域
内
の
各
種
民
族
。
第
六
章
、
萄
族
、
初
期
の
歴
史
。
第
七

章
、
萄
園
に
お
け
る
開
明
族
の
統
治
。
第
八
章
、
萄
園
境
域
内
の
各
種
民
族
。

第
九
章
、
萄
の
社
曾
経
済
。
第
十
章
、
巴
衡
の
文
化
。
第
十
一
章
、
秦
、
巴
萄

を
滅
ぼ
す
。
第
十
二
章
、
秦
漢
時
代
巴
萄
地
区
経
済
・
文
化
の
繁
栄
。
結
語
。

と
い
う
構
成
を
持
つ
。

本
書
に
取
級
わ
れ
る
主
な
時
代
は
、
社
合
設
展
の
分
期
上
で
は
奴
隷
佐
倉
、

考
古
務
上
の
そ
れ
は
銅
溶
時
代
に
嘗
る
。
叉
著
者
の
巴
窃
史
を
見
る
基
本
的
立

場
は
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
論
者
が
、
巴
萄
を
他
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
特
別
な
地

域
と
し
て
見
て
来
た
の
に
針
し
て
、
巴
萄
も
中
閣
の
他
の
地
域
と
交
渉
を
持
ち

つ
つ
、
同
じ
よ
う
な
段
階
||
原
始
祉
舎
↓
奴
隷
枇
曾
↓
封
建
祉
禽
ー
ー
を
歩

ん
で
、
中
闘
を
開
設
し
建
設
し
て
行
く
事
業
に
貢
献
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
本
書
の
大
き
な
特
色
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
次
に
著
者
は
資
料
と
し
て

文
献
の
み
な
ら
ず
、
地
下
よ
り
妥
掘
さ
れ
た
遺
物

・
遺
祉
を
利
用
し
て
い
こ
う

と
す
る
。
筆
者
も
基
本
的
に
は
著
者
の
立
場
と
方
法
に
賛
意
を
表
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
秦
の
巴
窃
政
府
打
倒
(
前
回
世
紀
末
)
か
ら
封
建
制
の
時
代
に
入
る

と
い
う
見
解
に
は
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
中
園
に
お
け

る
時
代
区
分
論
に
従
つ
て
の
分
期
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
述
べ
な

い
。
そ
れ
と
考
古
撃
的
資
料
は
文
献
史
料
の
不
足
な
黙
を
補
う
こ
と
多
い
が
、

そ
れ
で
も
な
お
紹
劉
的
な
資
料
の
不
足
は
菟
れ
な
い
の
で
、
そ
こ
を
ど
う
扱
う

か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

第
一
章
は
四
川
の
自
然
環
境
を
述
べ
て
、
新
奮
雨
石
器
時
代
の
四
川
に
う
つ

る
。
こ
れ
ま
で
四
川
に
は
古
代
文
明
が
な
い
、
人
類
も
住
ん
で
い
な
か
っ
た
と

さ
え
い
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
資
料
不
足
と
階
級
的
偏
見
に
よ
る
も
の
で
、
資
陽

人
の
笈
見
、
亙
山
大
渓
遺
祉
の
愛
掘
に
よ
り
、
新
奮
雨
石
器
文
化
の
存
在
が
確

認
さ
れ
た
と
す
る
。
階
級
的
偏
見
か
否
か
は
い
ざ
知
ら
ず
、
地
下
資
料
の
設
見

が
古
代
四
川
の
研
究
を
進
め
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
最
近
資
陽
人
を
奮
石

田
耐
文
化
と
見
る
か
否
か
に
つ
き
、
中
園
皐
界
で
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
著

者
は
し
ば
ら
く
沓
設
に
よ
る
と
し
て
い
る
。

第
二
章
は
一
、
巴
の
名
稽
の
由
来
。
二
、
巴
人
の
起
源
。
三
、
巴
族
遷
従
の

経
路
と
早
期
活
動
の
区
域
。
四
、
巴
族
の
参
加
せ
る
武
王
伐
討
の
職
手
の
四
つ

に
分
れ
る
。
巴
の
名
稽
は
祖
先
膜
君
が
石
穴
に
住
ん
で
い
た
俸
設
か
ら
み
て
、

巴
東
地
区
の
方
言
、
石
か
ら
出
た
。
彼
ら
は
武
落
鍾
離
山
(
湖
北
省
長
陽
豚
)

に
居
住
し
、
膜
君
の
時
代
に
階
級
社
舎
に
鴎
身
し
、
夷
水
を
西
上
し
て
一
必
山
山

系
を
越
え
巴
に
入
っ
た
。
水
経
注
の
烏
飛
水
、

今
の
大
渓
を
利
用
し
た
の
で
、

こ
の
道
は
巴
と
楚
を
結
ぶ
古
代
の
幹
線
路
で
あ
っ
た
。
こ
の
説
明
の
過
程
で
、

一
方
で
は
水
経
注
の
記
載
に
全
面
的
に
依
り
な
が
ら
、
す
ぐ
前
の
頁
で
は
跡
道
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元
は
南
方
に
は
来
て
お
ら
ず
、
南
方
水
道
の
記
事
に
は
譲
り
が
多
い
と
い
う
な

ど
、
水
経
注
に
削
到
す
る
評
債
が
一
定
し
な
い
の
は
気
に
な
る
。

巴
族
の
活
動
範
圏
は
北
は
漢
中
、
東
は
漢
水
流
域
、
南
は
貴
州
東
北
、
湖
南

西
北
に
及
ぶ
。
股
周
革
命
に
は
周
の
武
王
の
同
盟
軍
に
参
加
す
る
。
山
同
書
牧
誓

に
見
え
る
彰
が
巴
の
こ
と
で
あ
る
と
著
者
は
見
る
。

第
三
章
。
左
停
桓
公
(
恒
に
作
る
は
誤
植
)
の
九
年
(
前
七

O
三
〉
の
記
事

は
、
巴
が
前
七
世
紀
の
末
に
楚
の
附
庸
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
一
示
す
。
し
か
し

巴
は
春
秋
中
期
に
は
も
っ
と
も
強
大
と
な
り
、
北
は
河
南
鄭
附
近
に
ま
で
そ
の

勢
力
は
及
び
、
巴
の
分
族
の
査
は
萄
を
征
服
し
た
。
萄
史
上
の
開
明
族
で
あ

る
。
し
か
し
前
三
七
七
年
、
好
関
(
湖
北
省
〉
の
戟
い
で
獲
に
敗
れ
て
以
来
、

そ
の
侵
略
を
う
け
、
都
を
闘
中
に
移
し
た
。
楚
が
奥
起
を
用
い
て
政
治
の
改
革

に
成
功
し
た
の
に
た
い
し
、
巴
は
反
動
の
奴
隷
制
に
止
っ
て
い
た
。
後
期
巴
族

の
墓
葬
も
巴
族
の
経
済
文
化
の
後
進
性
を
示
す
。

第
四
章
は
巴
が
段
周
の
際
に
は
漁
猶
牧
畜
を
主
な
産
業
と
し
て
い
た
が
、
春

秋
前
期
に
入
っ
て
、
局
の
影
響
を
受
け
て
農
業
生
産
を
開
始
し
た
と
し
、
つ
い

で
春
秋
時
代
、
巴
地
に
行
わ
れ
た
各
種
産
業
を
列
湿
し
、
産
業
の
開
設
逮
は
都
市

の
興
起
、
商
業
の
変
展
を
促
し
た
と
い
う
。

第
五
章
。
巴
圏
領
域
内
の
各
種
民
族
を
、
て
巴
・
査
。
二
、
殺
。
三
、
賓

・
猿
・
夷
。
四
、
蜜
の
四
つ
に
分
け
、
そ
の
習
俗
や
民
族
の
鋳
属
関
係
を
考
察

す
る
。
著
者
の
見
解
に
よ
る
と
、
こ
の
四
つ
は
さ
ら
に
現
在
の
社
倭
語
族
系
と

酋
俗
語
族
系
に
三
大
別
さ
れ
る
。
巴
族
の
族
属
関
係
に
つ
い
て
は
枇
僚
系
と
す

る
も
の
、
苗
傍
系
と
見
る
も
の
の
二
設
が
あ
っ
て
定
論
は
な
い
が
、
著
者
は
川

東
地
区
に
残
存
し
て
、
中
原
民
族
と
同
化
し
な
か
っ
た
巴
族
は
妊
俵
系
に
麗

し
、
他
に
模
、
賓
、
獲
、
夷
が
そ
う
で
あ
り
、
こ
れ
に
劉
し
後
漢
時
代
に
湖
北

に
移
動
し
て
さ
ら
に
西
南
に
遷
徒
し
た
巴
族
は
援
と
と
も
に
苗
倦
系
に
属
す
る

と
の
新
見
解
を
提
出
し
て
い
る
。

族
属
関
係
に
つ
い
て
は
文
献
史
料
も
少
く
、
考
古
皐
的
な
資
料
も
ま
だ
ま
だ

十
分
と
は
い
え
な
い
。
言
語
な
ど
考
察
の
封
象
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
も
あ

り
、
解
決
は
困
難
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
後
の
第
八
章
に
も
い
え

る。
第
六
章
。
一
、
萄
名
稽
の
由
来
。

二
、
萄
族
初
期
の
歴
史
。
三
、
窃
と
商
王

朝
と
の
関
係
。
四
、
社
字
時
代
の
萄
園
の
四
部
に
分
れ
る
。
萄
の
名
穏
を
強
か

ら
出
た
と
見
る
の
が
遁
識
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
箸
者
は
田
勾
を
害
時
虫
と

見
、
甲
骨
に
こ
の
字
が
見
え
る
所
か
ら
、
肢
人
が
敵
針
関
係
に
あ
っ
た
局
人
を

こ
の
名
で
呼
ん
だ
と
す
る
面
白
い
見
解
を
示
さ
れ
、
さ
ら
に
萄
は
忌
族
の
分
れ

に
属
す
る
と
さ
れ
る
。
黄
河
上
流
の
山
岳
地
帯
に
住
ん
で
い
た
売
族
が
南
下

し
、
定
住
し
て
農
業
を
始
め
た
も
の
が
民
族
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
基
礎
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
民
族
が
成
都
卒
原
に
入
っ
て
萄
の
祖
先
と
な
っ
た
。
し
た
が

っ
て
萄
が
賞
帝
の
子
孫
と
縛
す
る
の
も
正
嘗
で
あ
っ
て
、
黄
帝
族
こ
そ
は
西
北

地
区
に
居
住
し
た
再
出
発
系
統
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
な
お
議
論
な
し
と

し
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
て
萄
の
開
祖
鷲
叢
は
眠
江
上
流
を
活
動
の
地
と
し
、
そ

の
時
代
は
華
陽
園
志
の
い
う
よ
う
に
東
周
時
代
で
な
く
、
遼
古
の
時
代
(
銅
器

時
代
)
と
み
る
。

国
旬
族
は
魚
売
の
時
代
に
成
都
卒
原
に
入
り
、
設
と
は
次
第
に
敵
封
関
係
に
な

り
、
段
周
革
命
に
は
周
側
に
立
つ
。
社
字
時
代
に
奴
隷
制
図
家
を
形
成
す
る

が
、
杜
{
予
の
時
代
は
前
七
世
紀
中
葉
で
あ
り
、
そ
の
領
域
は
、
東
は
巴
に
接

し
、
北
は
漢
中
に
及
び
雲
南
の
北
部
、
涼
山
葬
族
自
治
区
も
開
接
統
治
し
た
。

第
七
章
。
て
開
明
氏
の
社
字
族
に
代
る
闘
争
。
二
、
開
明
氏
の
史
辺
。

三
、
川
西
の
大
石
遺
祉
の
三
節
に
分
れ
る
。

杜
字
族
か
ら
開
明
氏
へ
の
交
代
は
萄
の
歴
史
上
の
大
き
な
事
件
で
あ
っ
た
。
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彼
ら
は
川
東
よ
り
成
都
卒
原
に
移
り
住
み
、
杜
字
族
に
服
従
し
て
水
利
に
貢
献

し
た
が
、
杜
字
族
に
代
る
勢
力
と
な
っ
た
。
開
明
氏
の
租
は
文
献
で
は
剰
人
繁

震
と
あ
る
が
貸
は
巴
族
(
第
五
章
の
記
述
で
は
巴
の
分
族
の
萱
)
で
あ
る
。

開
明
氏
は
春
秋
中
期
か
ら
戦
園
末
ま
で
支
配
し
、
春
秋
中
後
期
に
は
最
強

で
、
秦
の
務
(
侠
西
省
)
ま
で
攻
め
こ
ん
だ
が
、
春
秋
末
に
秦
と
の
戦
い
に
敗

れ
南
に
退
い
た
。
成
都
が
首
都
と
な
る
の
は
戦
闘
前
期
で
あ
る
。
奴
隷
貴
族
は

著
修
に
流
れ
腐
敗
し
、
階
級
矛
盾
を
鮮
明
に
し
た
。

萄
園
の
文
化
中
、
最
注
意
を
ひ
く
も
の
は
巨
石
文
化
で
あ
る
。

E
石
文
化
は

古
代
に
お
け
る
東
西
文
化
の
交
渉
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
著
者

は
こ
れ
に
封
し
て
、
プ
ル
ジ
ョ
ワ
筆
者
が

ヨ
ー
ロ

ッパ

・
中
亜

・
東
西
亜

・
大

洋
洲

・
朝
鮮

・
日
本
の

E
石
記
念
物
を
、
時
代
や
地
域
、
性
質
の
遭
い
を
考
え

ず
に
、
一
括
し
て

E
石
文
化
と
呼
び
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
か
ら
や
っ
て
き
た
と
見
る

の
は
譲
り
で
あ
る
。
萄
族
の

E
石
記
念
物
は
歴
史
も
古
く
、
石
椋
葬
と
関
係
が

あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

第
八
章
は
て
鰍
〈
。

二
、
河
都
。
三
、
従

・
窄
都
(
琢
・
醐
人
〉
。
四
、
再
・

同
時
よ
り
な
る
。
文
献
と
し
て
は
正
史
の
西
南
夷
俸
が
存
す
る
。
西
南
夷
と
は
概

括
的
な
言
い
方
で
、
西
夷
||

郊
都
、
窄
、
徒
、
持
、
践
、
源
、
組
問
、
昆
明

と
、
南
夷
|
|
搬
入
、
夜
郎
に
分
れ
る
。

し
か
し
こ
れ
は
居
住
匿
に
よ
る
別
け
方

で
、
族
属
関
係
と
し
て
は
、
契
と
邦
都
そ
し
て
夜
郎
と
演
も
合
わ
せ
て
、
機
族

系
統
と
み
る
。
そ
し
て
こ
の
章
で
は
特
に
述
べ
て
い
な
い
が
、
第
五
章
で
み
た

よ
う
に
殺
族
は
批
僚
系
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
一
方
徒
と
牢
都
、
邦

(
湾
都
と
は
別
)
、
焚
(
文
献
に
西
焚
と
み
え
る
も
の
)
、
再
、
践
を
忌
完
系
と

み
る
。
従
っ
て
五
章
と
合
わ
す
と
、
古
代
巴
萄
の
住
民
は
雲一
南
・
貴
州
を
含
め

て、

三
つ
の
系
統
に
分
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
九
章
は
第
四
章
と
封
態
す
る
。
萄
族
が
成
都
卒
原
に
水
利
泌
瓶
を
行
い
な

が
ら
、
沃
野
千
里
の
土
地
に
し
あ
げ
て
い
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
萄
地
の
各
種
産

業
を
列
翠
す
る
。
第
四
章
と
通
じ
て
の
感
想
と
し
て
は
、
巴
萄
の
産
物
や
産
業

の
個
々
に
つ
い
て
は
、
そ
の
始
ま
り
な
ど
な
お
吟
味
を
要
す
る
も
の
も
あ
る
。

第
十
章
は
て
音
幾
と
舞
踊
。
二
、
患
術
と
科
準
。

三
、
巴
窃
の
文
字
よ
り

な
る
。古

代
巴
萄
の
歌
舞
の
内
容
は
、
品
目
働
と
生
活
の
現
寅
を
反
映
し
て
い
た
が
、

支
配
階
級
の
牧
奪
が
増
す
と
、
戦
争
が
日
に
頻
繁
と
な
り
、
歌
舞
は
戟
舞
|

|

巴
漁
舞
と
な
っ
た
。
そ
し
て
漢
代
に
は
全
く
面
目
を
嬰
じ
て
貴
族
富
商
の
観
賞

の
封
象
と
な
り
、
衰
え
て
い
っ
た
。
楽
器
で
は
淳
子
と
鐘
が
用
い
ら
れ
、
淳
子

の
出
土
地
は
巴
族
の
活
動
範
囲
と
一
致
す
る
。
叉
渚
陵
小
田
渓
か
ら
は
十
四
個

一
組
の
編
鐙
が
出
土
し
た
。
な
お
巴
族
を
銅
鼓
使
用
の
民
族
と
す
る
の
は
修
正

す
べ
き
で
、
銅
鼓
の
使
用
は
雲
南
中
部
の
西
地
匡
か
ら
始
ま
っ
て
東
進
し
た
の

で
あ
る
。

二
の
祭
術
と
科
皐
に
つ
い
て
は
、
蒙
文
通
の
「
略
論

〈
山
海
経
〉
的
潟
作
時

代
及
其
産
生
地
域
」
に
依
接
し
て
、
四
編
の
海
内
経
は
萄
の
、
五
編
の
大
荒
経

は
巴
の
作
で
時
代
は
西
周
時
代
と
し
、
こ
こ
に
巴
萄
の
文
化
俸
統
が
考
察
で
き

る
と
し
、
窃
に
は
一
柳
仙
俸
設
が
特
に
流
行
し
、
楚
地
の
道
家
思
想
と
相
互
に
補

い
あ
っ
て
、
遁
数
の
流
行
を
み
た
と
す
る
。
蒙
文
遁
氏
の
読
へ
の
検
討
、
巴
萄

文
化
の
傍
統
に
謝
す
る
読
明
な
ど
、
な
お
著
者
の
詳
細
な
る
意
見
が
聞
き
た
い

も
の
で
あ
る
。
又
我
が
新
域
新
蔵
博
士
の
「
東
洋
天
文
皐
史
研
究
」
を
参
考

に
、
巴
萄
の
天
文
皐
は
南
方
系
統
に
属
す
る
と
す
る
。

巴
萄
の
古
代
に
文
字
が
あ
っ
た
か
否
か
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
銅
文
相
一
す
の

銘
文
は
春
秋
抑
制
園
時
代
に
こ
の
地
に
特
別
の
文
字
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
中

原
の
文
字
と
雨
方
が
行
わ
れ
た
と
み
る
。

第
十

一
章
。
て
不
可
抗
力
な
歴
史
の
流
れ
。
二
、
奈
、
巴
萄
を
滅
す
の
過
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程
。
三
、
秦
が
巴
萄
に
お
い
て
進
め
た
枇
禽
改
革
と
巴
萄
奴
隷
主
残
存
勢
力
の

反
抗
。新

興
地
主
階
級
の
利
盆
を
代
表
す
る
思
想
家
戸
子
が
窃
に
来
、
叉
土
着
民
中

よ
り
鶴
冠
子
の
よ
う
な
進
歩
思
想
家
も
出
、
巴
萄
に
お
い
て
も
祉
曾
の
進
歩
、

園
家
の
統
一
、
民
族
の
圏
結
等
の
歴
史
的
要
求
は
拒
否
で
き
ぬ
も
の
で
あ
っ

た。
秦
は
惑
文
王
の
と
き
巴
萄
を
滅
す
準
備
を
し
、
前
=
二
六
年
に
巴
萄
聞
の
矛

盾
に
乗
じ
て
攻
め
込
み
、
こ
の
地
を
征
服
し
た
。
こ
れ
は
新
し
い
生
産
様
式
が

奮
い
生
産
様
式
に
交
代
す
る
戦
争
で
あ
っ
た
。

秦
は
封
建
制
の
生
産
方
式
を
確
立
す
る
た
め
に
い
く
つ
か
の
措
置
を
と
っ

た
。
従
民
政
策
、
政
治
経
済
の
中
心
と
し
て
の
都
市
の
建
設
、
土
地
制
度
の
改

革
(
漢
書
地
理
志
に
「
昭
王
開
局
」
と
あ
り
史
記
秦
始
皇
本
紀
に

「
昭
王
関
肝

陥
」
と
あ
る
の
を
同
一
の
事
を
記
し
た
と
見
る
〉
、
文
字
の
統
一
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
に
謝
し
て
奴
隷
主
の
秦
に
抗
す
る
反
飢
が
起
っ
た
。
秦
が
巴
萄
を
滅
し
た

後
の

一
連
の
反
抗
を
、
奴
隷
主
の
あ
え
な
い
抵
抗
と
み
る
よ
う
だ
が
、
反
秦
の

愛
国
闘
争
と
、
明
町
債
が
逆
穂
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

第
十
二
章
秦
漢
時
代
に
巴
局
地
匿
の
経
済
文
化
は
繁
栄
を
見
た
。
李
泳
に

よ
る
水
利
事
業
|
|
都
江
堰
の
開
墾
と
、
堕
井
の
閲
掘
、
水
利
事
業
は
文
翁
に

引
つ
が
れ
、
叉
冶
銭
業
の
褒
展
に
よ
り
銭
製
農
業
生
産
工
具
の
庚
汎
な
使
用
も

あ
っ
て
農
業
生
産
力
は
績
大
し
た
。
漢
官
同
一
組
の
統
一
は
巴
萄
の
経
済
力
に
よ
る

所
が
多
か
っ
た
の
で
あ
り
、
漢
代
に
は
巴
萄
は
全
園
の
荒
災
を
賑
済
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
他
手
工
業
生
産
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。

科
事
文
化
の
進
歩
で
は
、
司
馬
相
如
・

王
褒
・

巌
巡
・
揚
雄
ら
の
文
同
筆
者
が

出
た
が
、
彼
等
の
作
品
に
は
惇
統
の
熔
印
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
天
文
集
に
は

洛
下
闘
が
出
た
。

局
地
の
繁
策
は
地
主
階
級
の
収
奪
を
強
め
、
華
陽
園
芯
に
は
巴
萄
の
地
主
富

商
た
ち
の
奪
修
淫
侠
の
あ
り
さ
ま
が
描
寓
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
反
面
廃
大
な
農

民
は
死
亡
線
上
に
お
い
や
ら
れ
、
少
数
民
族
の
境
過
は
さ
ら
に
き
び
し
い
も
の

が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
後
漢
末
に
は
五
斗
米
道
の
教
が
臨
固
ま
っ
て
、
政
府
の
統

治
に
反
抗
し
、
発

・
板
楯
蟹
ら
少
激
民
族
の
起
義
が
起
っ
た
。

以
上
が
本
書
の
内
容
で
あ
る
。
著
者
童
恩
正
氏
は
、
「
文
物
」
「
考
古
」
「
考

古
拳
報
」
な
ど
に
し
ば
し
ば
論
文
を
設
表
し
て
い
る
。
著
者
の
後
記
に
よ
れ
ば

一
九
五
九
年
か
ら
、
巴
萄
史
に
興
味
を
持
ち
始
め
、
一
九
七
五
年
、
四
川
大
皐

歴
史
系
に
、
西
南
考
古
皐
課
程
が
開
設
さ
れ
る
と
同
時
に
資
料
を
収
集
し
、
考

古
皐
的
資
料
と
文
献
史
料
を
あ
わ
せ
駆
使
し
て
、
巴
萄
古
代
史
の
概
読
書
た
る

本
書
を
書
き
あ
げ
た
と
い
う
。
今
後
巴
萄
史
を
語
る
場
合
に
は
、
本
書
を
抜
き

に
し
て
は
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
特
色
の
一
つ
は
、
何
度
も
繰
り
返
す
よ
う
で
あ
る
が
、
出
土
し
た
考

古
屋

a

資
料
が
文
献
史
料
の
紋
け
た
所
を
補
っ
て
、
十
二
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
即
ち
四
川
省
博
物
館
「
四
川
船
棺
葬
褒
掘
報
告
」
ハ
一
九
六

O

文
物
出
版
〉
の
よ
う
な
単
行
本
を
は
じ
め
、
雑
誌
類
に
設
表
さ
れ
た
い
く
つ
か

の
論
文
や
報
告
、
さ
ら
に
は
我
々
の
自
に
は
ふ
れ
え
な
い
既
刊
(
そ
の
中
に

は
油
印
稿
の
も
の
も
含
ま
れ
る
が
〉
・
未
刊
の
著
書
論
文
|
|
例
え
ば
臭
致
筆

「
四
川
古
代
史
」
郵
少
琴
「
巴
史
新
探
」
四
川
省
安
寧
河
流
域
聯
合
調
査
隊

「
四
川
省
安
寧
河
流
域
考
古
調
査
筒
報
」
〈
油
印
稿
)
王
家
佑
「
亙
山
大
渓
火

爆
渓
新
石
器
末
期
墓
群
簡
記
」
(
未
刊
稿
〉

ー
ー
や
「
四
川
省
博
物
館
」
な
ど

に
所
蔵
さ
れ
る
文
物
な
ど
列
傘
に
暇
が
な
い
。

文
献
も
華
陽
園
志
を
始
め
地
志
類
や
史
書
、
経
書
な
ど
瞭
い
範
園
に
わ
た

る
。
た
だ
史
料
批
剣
の
面
に
お
い
て
、
問
題
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
著
者
は
筆
陽
園
志
に
比
べ
て
萄
王
本
紀
を
高
く
許
債
す
る
が
、
局
王
本
紀
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が
ど
れ
程
信
用
し
得
る
も
の
か
|
|
華
陽
園
志
の
記
事
が
全
面
的
に
信
用
で
き

ぬ
こ
と
も
勿
論
で
あ
る
が
|
|
考
察
が
欲
し
か
っ

た
。
そ
の
他
水
経
注
や
山
海

経
の
利
用
に
あ
た
っ
て
も
、
文
献
皐
的
な
庭
理
が
あ
れ
ば
と
感
ぜ
ら
れ
る
。

著
者
は
叉
地
下
遺
物
で
文
献
史
料
を
補
い
、
さ
ら
に
そ
れ
で
も
足
り
ぬ
所

を
、
マ
ル
ク
ス
や
ス
タ
ー
リ
ン
或
い
は
毛
津
東
の
言
葉
を
引
用
し
て
埋
め
よ
う

と
す
る
。
こ
れ
も
十
分
考
え
ら
れ
る
所
で
は
あ
る
が
、
却
っ
て
本
書
一を
図
式
的

な
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
惜
し
ま
れ
る
。
既
成
の
理
論
に
よ
り
か
か
り

す
ぎ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
を
敢
て
文
字
通
り
の
笠
間
判
の
歎
と
し
て
筆
を

措
く
。

一
九
七
九
年
四
月
四
川
人
民
出
版
社

A
5
剣

一

七

七

頁

圏

版

八

頁

古

代
巴
萄
示
意
図
一
葉

池

田

温

著

中
園
古
代
籍
帳
研
究
|1
概
観
・
銭
文
|

|繭

波

護

あ
る
園
の
あ
る
時
代
の
祉
曾
経
済
史
研
究
の
進
展
は
、
関
連
文
書
・
資
料
を

網
羅
し
た
信
頼
す
る
に
足
る
史
料
集
の
編
纂
・
刊
行
が
な
さ
れ
て
き
た
か
否
か

に
か
か
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
唐
代
中
園
の
祉
曾
経
済
史
研
究
の
場
合
、
こ

の
よ
う
な
史
料
集
の
編
纂
・
刊
行
は
、
中
園
祉
禽
史
論
戦
を
へ
た
一
九
三

0
年

代
半
ぽ
に
な
っ
て
、
陶
希
聖
氏
の
主
導
の
も
と
に
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

陶
氏
主
編
の
「
食
貨
牢
月
刊
」
が
上
海
の
新
生
命
書
局
か
ら
創
刊
さ
れ
た
の
は

一
九
一
一
一
四
年
十
二
月
、
す
な
わ
ち
本
誌
「
東
洋
史
研
究
」
の
創
刊
に
先
立
つ
こ

と
僅
か
十
箇
月
の
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
と
並
行
し
て
落
大
な
『
中
園
経
済
史
料

叢
編
』
の
編
纂
・
刊
行
が
計
宣
さ
れ
、
ま
ず
「
唐
代
健闘
」
か
ら
寅
行
に
移
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
『
中
園
経
済
史
料
叢
編
』
が
時
代
順
に
よ
ら
ず
に
、

ま
ず
「
唐
代
篇
」
か
ら
着
手
さ
れ
た
の
は
、
編
纂
者
の
人
数
が
限
ら
れ
て
い

て
、
金
時
代
を
同
時
進
行
す
る
の
は
不
可
能
だ
っ
た
し
、
最
初
の
試
験
的
な
成

果
を
翠
げ
る
に
は
、
現
在
に
残
さ
れ
た
経
済
史
料
の
分
量
が
、
そ
れ
以
前
の
に

比
べ
て
塑
富
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
の
に
比
べ
る
と
少
な
い
唐
代
を
選
ぶ
の
が
遺

骨
目
だ
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

陶
希
聖
氏
ら
を
主
導
者
と
し
、
鞠
清
遠
・
武
仙
卿
氏
ら
を
輯
録
者
と
す
る
、

こ
の
『
唐
代
経
済
史
料
叢
編
』
は
全
部
で
八
冊
か
ら
な
り
、
そ
の
構
成
は
(
一
)

土
地
法
令
、
つ
一
)
土
地
問
題
、
会
一
)
寺
院
経
済
、
(
四
〉
唐
代
之
交
通
、
(
五
)

唐
代
之
都
市
、
(
六
)
工
商
業
輿
貨
幣
、
(
七
)
動
盤
中
的
唐
代
経
済
、
〈
八
〉
財

政
制
度
、
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
『
土
地
問
題
』
『
寺
院
経
済
』
『
唐
代

之
交
通
』
の
一
一
一
冊
が
出
版
さ
れ
た
段
階
で
、
不
幸
に
も
日
華
事
獲
が
勃
裂
し
、

残
り
の
五
冊
は
残
念
な
が
ら
陽
の
目
を
み
ず
に
中
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

っ
た
。
本
誌
第
二
巻
第
六
時
肌
(
昭
和
十
二
年
八
月
)
に
は
、
さ
っ
そ
く
『
唐
代

之
交
通
』
が
森
鹿
三
氏
に
よ
り
、
『
土
地
問
題
』
が
字
都
宮
清
士
口
氏
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
批
評

・
紹
介
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
『
寺
院
経
済
』
は
紹
介
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(
こ
の
機
舎
に
、
い
さ
さ
か
脇
道
に
そ
れ
る
が
、
一
九
七
四
年
に
獲
北
の
食

貨
出
版
社
か
ら
復
刊
さ
れ
た
こ
れ
ら
三
冊
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

「
食
貨
史
皐
叢
書
」
の
一

・
と
し
て
出
版
さ
れ
た

B
6
剣
の
『
唐
代
寺
院
経

済
』
は
、
扉
裏
に
み
与
え
る
「
本
書
編
校
愛
行
経
過
」
に
「
一
、
中
華
民
園
二

十
五
年
至
二
十
六
年
園
立
北
京
大
皐
法
師
学
院
中
園
経
済
史
研
究
室
編
輯

二
、
中
華
民
園
二
十
六
年
五
月
園
立
北
京
大
皐
出
版
部
印
刷
袋
訂
因
七
七
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